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An attempt of an educational method to arouse “interest” and 
“doubts” in life science.  
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 本講義は、武蔵野大学 2015 年度 1 学期の発展セルフディベロップメント講義「生命
科学と人間」である。受講生は複数の学部にまたがっており、受講生の人数は、政治経
済学部 10 名、法学部 15 名、経済学部 6 名、人間科学部 5 名、環境学部 15 名、ｸﾞﾛｰﾊﾞ
































































RNA ポリメラーゼが勢い良く DNA を開
きながら RNAを合成していく様子 c）、
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表 2 全体的な感想､コメントの例 
表 3 講義方法の試みに対応した項目とキーワード 
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表４ 「良い質問」を 3つに分類したリスト 
 










●ワトソンとクリックがほかにやったことは？ ●なぜ RNAから DNAへ機能が移ったのか？ 






























































●常在菌の移植は可能なのか？   
●遺伝子の重複は人間でも常に起こっているのか？   
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全学生の約 3 分の 1、「興味」では、約 3 分の 2、「疑問」では約 2 分の１の学生がこれ
らの項目に関心を示していると考えられる。次に、これらのヒットした文章の内容が肯
定的なものかどうかを調べ、表６にその数と、ヒットした文章内の割合を示した。上述
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